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　昭和 46 年の 大学紛争の さなか に 、 関西 の JACET 有志 が京都 と大阪で 計 4 回の 自主的な

研究会を開い た 。 その 参加者 た ちの 発議 に よ っ て 、翌昭和 47 年 6 月 、京都で JACET 最初

の 支部 となる関西支 部 を発 足 させ る運び に な っ た。 関西支部 は 、い わ ば大学の 教育 ・研 究

の あ り方が 厳 し く問われ た 大学紛争の 余燼の なか か ら誕生 した 。

　初代支部長 は 大浦 幸男京都大学教授 （昭和 47年
〜56 年）、第 2 代支部長 は安藤昭

一
京

都大学教授 （昭和 56 年
一

平成 2 年）で あ っ た が 、そ の 2 代にわ た る計 19年間の 幹事 は 、

多田稔京都 工 芸繊維 大学 （後 に大谷大学）教授が た だ 1 人 で つ とめ あげた 。 昭和 も 50 年

代 の 後半 に なる と 、 関西 支部の 会員数は 、すで に 400 人 を超 えて い たか ら、 まだ宛名 印刷

機 もな い 時代に、会員へ の 頻繁な郵便物 の 宛名書きの 手作業 だけで も、た っ た 1 人の 幹 事

は 大変な時間 と労力 を要 したはず で あ る。 関西 支部 40 年 に及ぶ 歴 史の 前半分 は 、 当時の

幹事 の こ の よ うな陰の 力 に支 えられ て い た。

　続 く第 3 代支部長を筆者 （大 阪大学）が つ とめ る羽 目に な っ た 。 先 ず、支部会員 の 増加

に ともない 、会員の 間 か らも要望が 出始 めた 支部組織の 整備 に着手 した 。 明文 化 した 正式

の 関西支部規約 を つ く り、それ を平成 2 年 7 月 20 日か ら施行 した 。 役員の 任期 を 2 年 と

し、再選 は 1 回限 り と定め た 。 研 究時 間を奪わ れ る学会 の 仕事 が 、特定の 会員 に 過度 に集

中す る こ とを避 け、 で き るだ け多 くの 有能 な会員 に学会 の 運 営 に参加 して も らうた めで あ

っ た 。 幹事 を複数化 して 、 忙 しい 仕事 の 分担 をは か っ た。 毎年 1 回、会員総会 を開催 す る

こ と も決 め た 。 支部会員の 意見 を広 く汲み 取 り、で きるだ け多 くの 会員 が積極 的 に学会活

動 に参加す る こ とを期待 して の こ とで あ っ た 。

　昭和 61 年 に発足 した 専門別の 研 究グル
ープ （第 1 次 。 13 グル ー プ）が 、 主 と して支部

運 営委員 の 有志 をメ ン バ ー と した もの で あ っ た が 、 平成 3 年 か らは 、それ を全支部会員 に

開かれ た研 究 グル
ープ に再編 した 。 会員の 希望 を募 っ て 10 研 究 グル

ープ を設 け、 こ の 第

2 次研 究グル
ープは 148 人の 会員が参加 して新た にス タ

ー
トした。各研究 グル

ー プ は、研

究 目標 を明確 に掲げ 、 そ の 活動期間 も 2 年 と して 、
2 年 ご とに

一
応 の 区切 りをつ ける こ と

に な っ た 。 従来 は 、 年 2 回 の 支部大会 が会員の 唯
一

の 研 究発 表の 場 で あ っ た が 、
こ の 新た

な研 究グル ー プ の 発足 は 、学会の 研究活動 を大会型か ら日常型 へ
、 単発型か ら継続型 へ 、

個 人研 究型 か ら集 団研 究型 へ と転換す る道を開 く もの とな っ た 。 そ の 後、それ らの グル
ー

プ か らは 、息の 長 い ＃ 同研 究の 成果が次々 と生み 出され るこ とに なる 。 さらに、 こ の 研究

グル
ー プの あ り方は 、新 し くで きた全 国の 他の 支部 に も広 く影 響 を及 ぼす こ とに な っ た 。

　研究 グル
ー プの 研 究成果 を 、 グル ー プの メ ン バ ーだ けで な く、 関西支部 の 全 会員 と、 さ

らに は 広 く JACET 全 会員 と共 有す るた め には 、 そ の た めの 関西支部独 自の 紀要 の 発行 が
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必 要 とな っ た 。 平成 4 年 6 月に創刊 された 『関西支部紀要』 第 1 号は 、　 「関西支部 20 年

の 記 録 」 と題 して 、 支部設立以 来 20 年 に わ た る支部の 研 究活 動 を詳 細に記録 した 。 わ れ

われ の こ れ ま で の 歩み を あ らた め て振 り返 る こ とに よ り 、 今後の わ れ われ の 学会活動の 展

望 も開 け るは ずで ある か らで ある 。
20 年 の 記録 は 、 わが国の 経済成長期か らバ ブル 経済

期 に か けて の 英語 教育の 動 向をよ く示 し てい る 。 そ れ 以 後 に つ い て は 、 2 年 ご とに刊行す

る支部紀要 が、各研究グル
ープ の 2 年 ご との 研 究成果 を記録 ・広 報す る こ とに な っ た 。

　なお 、 支部紀要 は支部独 自の 研究活動の た めの 機 関誌 と して発 刊 した もの で 、 支部会員

の
一

般の 研 究論文 の 掲載は最初か ら考えて い なか っ た 。

一
般 の 研 究論文の ため には 、すで

に 読者数の は るか に多い 全 国版 『JACET 紀要』が あ り、 し か も、そ の 応募論 文 の 数 は決

して多 くは なか っ た 。

一
定 レ ベ ル の 論文で あれ ば、年 1 回の 刊行 を 2 回に 増や して も採 用

した い と考え られ て い た時期で あ っ た 。 そ ん な状況 で 、 屋上屋 を架 して 読者数の 限 られ た

支部紀要 を、乏 し い 支部会計 の 中か ら、 あえて発行する意味は認 め られ なか っ た 。 支部紀

要 が 、往 々 に して 見 られ る よ うに 、 本部紀要 に不採用 とな っ た論文の 受け皿 に 堕する こ と

は避 けた い と考え て い た 。

　支部長 の 任期を 自ら定 めた 支部長 は 、再任 も辞退 して 、規 定 どお りの 任期を 1 期限 りで

退任 させ て い た だい た （も っ と も、後任の 選 出が 難航 し、在職期 間は 3 か月 も延長 に な っ

た） が 、そ の 2 年の 任期 中に何 とか実現 で きた の は 、 ほ ぼ上記 の よ うな支部組織 や研 究体

制 の 手直 しで あ っ た。

　 当時 か ら今 日 に 至 る ま で 、 い つ も心 の 片 隅 に ひ っ か か っ て い る こ と が あ る 。 JACET

（Japan　Association　of 　College　English　Teachers）の 学会名 が会員 の 姿勢 を歪 めて しまっ たの か 、

そ れ と も 、 会員の 本来の 姿勢が そ ん な学会名 を選 ばせ た の か 、 とい う思い で ある。

　
‘
Japan

’
につ い て は 、 こ ん な経験 が あ る 。 昭 和 40 年代の JACET の あ る研 究会で 、韓国の

異言語教育 に つ い て発 表 した こ とがある 。 とこ ろが 、学会の 長老 の 1 人か ら、韓 国の 教 育

な どを取 り上 げて 何の イ ミが あるの か と詰 問 され て驚い た 。 た しか に 、当 時の 韓 国は 、北

朝鮮 よ りもさ らに 貧 しい 「世 界の 最貧 国」 で あ っ た が 、 そ の 頃の JACET で は 、そ ん な 貧

しい 隣国の 言語教育な どは、研 究テ
ー

マ として 取 り上げ るに値 しない と考え られ て い た よ

うで あ る 。 文字通 り
‘Japan’

以外に は無 関心 な学会の 国際感覚 を よ く示 してい た 。

　昭 和 56 年 、 中学の 英語 の 授業時間は 、 戦後最低 の 週 3 時 間に まで 削減 され て しま っ た 。

全国の 中学の 英語 教師や 父母 か ら英語 週 3 時間反対運動 が巻き起 こ っ た 。 特 定科 目の 授業

時間数に つ い て 、 こ れ ほ ど大 きな反 対 運動が 起 こ っ た こ とは 、 か つ て なか っ た ． し か し 、

こ ん な動 きに対 し て 終始 、きわめて冷淡 で あ っ た の は JACET に代表 され る大学の 英語教

師で あっ た 。 とこ ろが 、その 中学生た ちが大学へ 進学 して くる に及 ん で 、彼 らの 英語学力

の 低下ぶ りを誰 よ りもあげつ らっ たの もま た 、 大学の 英語教師で あ っ た 。 ℃ ollege
’

以外 の

教育に は 無関心 な大学英語教師 の 狭量ぶ りが、は か らず も露呈 した 出来事で あ っ た 。

　当時の JACET で は 、 ドイ ツ語 や フ ラ ン ス 語 な ど、他 の 外 国語 教育関係 者 との 交流や共

同研 究を提案 して も、 必 ずとい っ て よい ほ ど何 らか の 反 対 に会 っ た 。 わが世 の 春を謳歌 し

て い た英語教師 に比 べ て 、 社会的な要請 も学生 の 関心 も乏 しい い わ ゆ る 「第 2 外 国語 」 の
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担 当者 た ちは 、担 当外 国語教育の 存廃 をか けて 、は るか に真剣 に 大学教 育の あ り方 を問い

続 けて きた 。 しか し 、

‘English’ に こだ わ るわ れ われは 、 国際交流 どこ ろか 、 そん な隣接外

国語担 当者 との 交流 さえ も 、 は な はだ 消極 的で あ っ た事 実は認 め な い わ けに はい か ない
。

　 JACET 自体は 50 年、関西支部 も 40 年の 歴 史 を閲 して 、
こ ん なわれ われ 英語 教師の 姿勢

が 、 そ の 間 に どの よ うに変貌 した の か を 、 あ らた め て考 えて み て は ど うで あ ろ う。

　最近 の JACET で は 、 どち らを向い て も CEFR が大きな話題 で あ る 。 た しか に、われわ

れの 関心は 、

一
見 、 以 前の 内向きの

‘
Japan

’
か ら遠 く ヨ

ー一
・v ッ パ に も広が っ た か に見 え る 。

しか し 、よ く考 えてみ る と、その CEFR へ の 関心 も、 ほ とん どが 共通参照 レ ベ ル や 、　 Can−

Do 　Statementや、　Language 　Portfolioな どの 技術面 どま りで 、そ の 背後 に ある肝心要の ヨ
ー

ロ ッ パ 人の 言語意識その もの に つ い て は相 も変 らず無関心 の まま で ある 。 　 「英語 が使 え る

日本人」 の 育成の た めの 行動計画 を信 じて 疑 うこ と もない われ われ の
、

い わ ば極端なま で

の 英語
一

辺倒ぶ りが 、 それ を何よ りもよ く示 して い る 、

　 『英語年鑑 2010』 に 「回顧 と展望」 欄がある 。 執筆者は各分野の 第
一

人者 とい われ る

専門家で あ り 、
「英語 教育」 の 部の 担 当者 も、 有名なあ る大学名誉教授で ある 。 しか し 、

執筆者はそ の 文章の 冒頭で 、
こ の 年の 英語教育界の 最大の 話題 で あ るはずの 小 学校の 「英

語」 （「外国語活動」 ）を取 り上げて 、 驚 くべ き こ とに 、 それ が 「2012 年度か ら全面実施 さ

れ る」 と書い て い る 。
こ れが 単な る誤植で ない こ とは 、 文脈か らも明 らか で あ る 。 執筆者

が、 も し も小学校 の教諭 で あれば 、彼 等 に と っ て は 目前 に迫 っ た 「大事件 」 で あ る こ の 問

題 に っ い て 、 こ ん な基礎的な ミス を犯 す こ とな ど考え られ ない
。 ℃ 01］ege

’

段 階の 英語 教師

に は 、 小 学校の 英語 な ど、そ の 程度の 問題 と しか 映 らなか っ た の か もしれ ない
。

　NHK で は 、 すで にテ レ ビ の 語学番組の 放送時 間を大幅 に縮小 して し ま っ たが 、 さ らに

その 上 、 長年続けて きた ラ ジオ の 外 国語講座 まで 、英語 以外 の 言語 に つ い て は縮小 ない し

廃止 す る こ とを検討 し始 め た。 これ に対 して 、 つ い に 平成 19 年 4 月、 日本独文学会、 日

本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文学会 、イ タ リア 学会 な ど、 日本 を代表す る外 国語外 国文 学会 13

学会 が一
致 し て 立 ち上 が り、外 国語講座縮小 ・廃止 に反対す る 「要望 書」 を NHK に つ き

つ けた 。 5月 に は 、9 学会の 代表 は橋本元
一

会長 ら NHK 幹部 との 膝づ め談判 を行い
、 そ の

結果、 ぎ りぎ りの 土壇 場で 、か ろ う じて NHK の 暴挙 を思 い と どま らせ る こ とが で きた。

しか し、 こ の よ うな 、
い わ ば外 国語 教育に 基本 的 に共通 す る危機 的 な場 面 にお い て も、

JACET を は じめ 、 日本英文 学会、 日本英語 学会 な どの 英語教 師だ けは、 ともに異議 の 申

し 立 て を行 お う と もせ ず 、 ほ ぼ 完 全 に 無 関 心 な 姿 勢 を と り続 け た 。 わ れ わ れ は 、

‘English
’

以外 の 言語 の 問題 につ い て は 、い ま もなお、 これ ほ どま で に無 関心 で あ る 。

　 われ われ は 日常 、　 「国際理 解の た めの 英語 教育」 な どと臆面 もな く口 に する 。 しか し実

は、 わが Japan　Association　of 　College　Engtish　Teachersとい う名の 学会に は 、　「国際理解」

ど こ ろ か 、

‘Japan’ に こ だ わ り 、 ℃ ollege
’

に こ だわ り、

‘English’ に こ だわる あま り、そ れ以

外 の 世界 に対す る 関心 を殺 ぎ 、 視野狭窄に陥 らせ る不 思議な魔力が潜ん で い るの で は ない

か 。 こ ん な風 に 自らの 目を疑 っ てみ る の も、 時に は無駄 な こ とで は なか ろ う。
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